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巻頭言
「音楽の力で豊かな心に！」 ってきています。

伊達市教育委員会教育長 藝大の定期演奏会後の打ち上げ懇親会に招
湯田 健一 かれ、伊達市の先生方と一緒に参加しました。

この会で私の席近くの学生に、演奏が良かっ
過日、伊達市内の中 たことを伝えました。どの学生も満足した表

学校吹奏楽部関係の先 情で素直に「ありがとうございます。」と言
生方と一緒に東京藝術 ってくれました。
大学ウィンドオーケス 藝大の合格にどんな勉強や練習をしてきた
トラ（吹奏楽）の定期 か興味があり尋ねてみました。「１日６時間
演奏会に行ってきまし くらい練習した日もありました。」「東京に来

た。会場となった大学構内にある奏楽堂は、 て習っていました。」(出身地は全国各地)「小
音響を最大限に発揮できるよう工夫された立 さい時から親に習って・・・」等、内容は様
派なものでした。何より藝大生の素晴らしい 々だがどの学生もくったくなく活き活きと話
演奏に感激しました。演奏会後、私は温泉に してくれました。現在も彼ら彼女らの大変な
浸ってリラックスしたような心地よさを感じ 努力は計り知れず、それが中学生や周りの人
ました。 に良い影響を与えていると感じています。
「伊達市吹奏楽きらめき事業」は、震災復興 私は、校内合唱コンクールで優勝するクラ
のために、東京藝術大学の支援の一環として スは士気が高いこと、赴任した学校の素晴ら
吹奏楽指導の提案をいただき、市内の６中学 しい校歌斉唱があるとき、生徒達が何事にも
校合同で取り組んでいるものです。この事業 意欲的であり且つ生徒指導の課題が少ないこ
の成果は、目を見張るものがあります。今年 となどを見てきました。
度、吹奏楽コンクール県大会に伊達中、桃陵 音楽は、心を耕し、精神をよりよく高揚さ
中、松陽中の３校が出場しました。残念なが せます。音楽の嫌いな人はいません。ゆえに、
ら、梁川中学校と霊山中学校の県大会出場は 人は皆、よりよき向上を目指していることが
なりませんでしたが、県北支部大会の会場に わかります。この音楽の力を借りて、伊達市
おいでの方から、「どの学校も素晴らしい演 の子どもたちを含め、市民の方々にも豊かな
奏だった。」とお褒めいただきました。私も 人生を歩んでほしく思っています。
本当に良い演奏だったと思いました。
ある中学校吹奏楽部の部長が、「・・・き

らめき事業で出会った他校の部長の姿や抱負
がとても励みになった。部員の皆も藝大生に
教えてもらうことで演奏技術や、やる気がぐ
んぐん上がった。・・・私にとってきらめき
事業は、演奏はもちろん心も成長できる大切
な場所です。・・・」と述べていることから
も、藝大生との交流で大きく成長している生
徒の姿を見ることができます。
その藝大生と伊達市中学生による『合同演

奏会』が、伊達市の多くの方々に良い影響を
与えてくれています。その一つは、かつて中
・高校生時代、吹奏楽部だった人たちが、「も
う一度演奏をしてみたい。」と意欲を持った
ことです。さらに、伊達市内にある様々な合
唱団が、より意欲的に取り組んでいます。そ

の結果、伊達市の音楽関係の活動が盛んにな

「自分探しの旅」
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